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魚 類 に 於 け る擬 態 の 数 例 象

内 田 恵 太 郎

 Notes on a few  cases of  mimicry in fishes 

         Keitaro Uchida

魚類 に於て も擬 態 として報告 されて ゐる例はす くな くない.そ の生 態的意義 につい ては

検討を要す る点が あると思はれ るが,今 はそれには触 れす,と こには,一 応擬 態 と考 へて

もよささうに思 はれ る未報 告の数例 を蓮 べ る..

(1)落 葉 擬態(Deadleafmimicry).こ の 擬態 についてはMileski1》(1914)そ

の 他 の報告 した アマ ゾン河 のMonocirrhusPolyacanthcasの 有 名 な 例,Willey2)

(1904)の 印 度洋 滑岸に於 けるoakの 落 葉 に擬 態す るPlataxvesPertilio(BIoch)

←P.orbioκlaris(Forska1)ナ ン ヨウツバ メウオ)の 例 な どが ある・私 はWilleoの

報 告 した もの と同属の ツバ メウオ.Plataxpinnatecs(Linn6)及 び マツダイLobotes

surinamensis(Broch)の 同様 の擬 態 を,鹿 児島縣川辺郡松 ヶ浦 の海岸 で観察 した.

同所 は薩 摩孚島の外 海 に面 した海 岸で,.熔 岩性 の岩礁地 帯の間に 小 さい入江が あ り,松 そ

の他 の樹 木が海岸 まで多い が,入 江 の東側 は小 さい丘で,カ シ ・クスなどの濶葉樹 が茂

り,海面に枝を延峯て蔭をなしてゐる.観察したのは1943年(昭 和18年)8月 であつた.

ここの磯端の海面にこれらの落葉が多 く漂ひ,あ るものは水面に水準に浮き,あ るものは牛

ば沈んで斜めに水面下にかか り,全 体 として灘かな波の動きに揺 られてゐた.私 はた も網

を手にして岩の上にたたすみ,稚 魚をさが してゐた・すると浮v」てゐる葉の うちのひ とつ

の動 きが周囲の葉 とすこし違ひ,波 の動 きに逆 らうやうであつた・注意 してそのひとつを

よく見 ると,そ れは葉ではなく,1尾 の魚であつた・ しか し褐色の体の色 と・卒たい体に

背鰭 と轡鰭 とが幅広く上下に尖つてゐる形 とは・濶葉樹 の枯葉に酷似 し・体をやや斜め横

に倒 して浮いてゐる姿勢・は,牛 ぼ沈んだ葉の状態 に極めて紛 らは しい ・ 暫 らく見てやる

と,そ の魚はすこし位置を変へて,ま た落葉の間に落葉 と同じ姿勢をして灘止し,と もに

齢 醸 礒 られてゐた.こ 縫 襟 ととも醜 つたが,ツ バ メウオの全長40㎜ の もの

であつた.同様 にして数日間に数尾を得た.落 葉に擬態するのが見 られる全長約25～50

㎜ の稚魚の時期には,体 の後方に突出してゐる尾鰭がほとんど無色で見 えないので,体

と鰭 との褐色の部分だけが一層 落葉の形に似て見えるのである・マツダイの擬態の状態 も

ツバ メウオとほとんど等 しい.大 さは全長約20～80mlnの ものである.

(2)浮 漂樹皮擬態(Driftingbarkmimicry)・ 海岸の磯の隈に寄せ られて浮いて

ゐる松の樹皮片にア ミモンガラCanthidermisrotundatus(Proc6)の 全長約20～60

*九 州大学農学部水産学激室業績・日本動物学会支部大会(1950年5月14日 ・福岡)で 講演・●

この研究の1部 は文部省科学研究費による・



295

mmの 稚魚が擬態してゐるのを,私 は神奈川縣三浦郡三崎町城ヶ島の外海に面する海岸で

数回観察 し採集 した.1920～1925年(大 正9～14年)ご ろの夏である.ア ミモンガラ

の多少灘 碧のある黒褐色の体色と,粗い 体の表面 と,不 規 則に見える凹凸のある体の翰廓

とが,体 を横に倒 して静止 してゐる姿勢 と相侯つて,濡 れて黒褐色の 松の 樹皮片に対 し

て,強いva態 効果を表はしてゐるのが見 られた.背 鰭と轡鰭との外縁部 と尾鰭 とが無色で

ほとんど認めがたい ことが,体 の輪廓を一層魚らしくな くするのに役立つてゐk暫 らく

観察してゐると,ア ミモンガラはときどき体を起してす こし游 ぎ,餌 を取 り,ま た樹皮片

の間に 来て体を横 にして浮い てゐた.マ ツダイのほぼ同大の稚魚 も同様の姿勢をして松皮

の間に浮いてゐるのが見 られたが.落 葉に擬態 してゐるときよりも体の色が濃 く,黒 褐色

をしてゐた.-

(3)浮 漂輕石擬態(DriftingPumice・stonemimicry》.海 岸の磯の岩間に寄せ られて

浮い てゐる軽石にハ リセンボン1)iodonholacanthasLinn6の 全長20～50mmの も

のが擬態してゐるのが,同 じく城ヶ島で同じころ観察された.普 通のi姿勢で,体 の表面の棘

をことごとく後方に倒 した,多 少暗色の斑点のある次色のハ リセンボンは,ま るい軽石の

形 と粗面 と色 とに酷似して,自 分では動かすに,軽 石とともに波に揺 られてゐた闇は,私

も全 く気づかなかつたが,や は りときどき動 くので見 わけられた.す こし動いて,恐 らく

餌を取つてはまた軽石の間に 来て静止 した.こ のハ リセンボンの小 さい鰭は,い つれ もほ

とんど透明で見 えないか ら,体 だけがまるい形に見え,擬 態効果を一層高めてゐるや うに

思はれた.ア ミモンガラも軽石の間に浮んで,同 様の擬態をするのが同時に観察された.

これは体を横に倒 してゐるが,体 の色は松の樹皮に擬態 してゐるときとは甚だ違ひ,軽 石'

によく似た,少 し斑点めある淡い友色をしてゐた.

これ らの擬態してゐると思はれる魚は,周 囲の被擬態物,す なはち落葉や樹皮や軽石な

どとともに静かに掬へば,ほ とんど逃げようとせナに掬はれる,あ たかも擬態効果に信頼

してゐるかのや うに.
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Résumé 

 A few cases which may be regarded as mimicry in fishes are reported here. 

(1 ) Dead leaf mimicry. Young Platax Pinnatus (Linne) ( Platacidae ) 

of about 25 — 50 mm as well as young Lobotes surinamensis (Bloch) (Lobo-

tidae) of about 30 - 80 mm in total length were observed to drift motionless 

in an oblique posture or horizontally lying on one side among the fallen 

leaves of the oak and the camphor tree floating on the water surface or 

hanging obliquely in the water near the shore. The shape, coloration and 

attitude of these fishes closely resembled the leaves around.
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 ( 2 ) Drifting bark mimicry. Young Canthidermis rotundatus ( Proce ) 

( Balistidae ) of about 20 - 60 mm in total length were observed drifting 
among the pieces of the pine bark gathered in a rocky chasm of the shore. 

The dark brown coloration, coarseness of the body surface, the irregularly 

looking outline of the body as well as the horizontal . posture seemed to 
emphasize the mimicking effect. 

Young Lobotes surinamensis of the comparable size were seen in a similar 

condition. 

( 3 ) Drifting pumice-stone mimicry. Young Diodon holacanthus Linne 

( Diodontidae ) of about 20 — 50 mm in total length were found among the 

pumice-stones drifting near the shore. The fish laid backward their spines 
which covered their bodies, resembling the rounded pumice-stones in shape, 

and the grey coloration and motionless attitude seemed to strengthen the 

mimicking effect. 

Young Canthidermis rotundatus of nearly the same size were also seen 

there, lying on one side in horizontal posture and with grey coloration, appar-

ently mimicking the pumice-stones around. 
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